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まえがき 

この規格は，工業標準化法第12条第1項の規定に基づき，社団法人日本ファインセラミックス協会(JFCA)

及び財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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長繊維強化セラミックス複合材料の高温 
における引張挙動試験方法 

Testing method for tensile behavior of continuous fiber reinforced ceramic 
matrix composites at elevated temperatures 

 
序文 

長繊維強化セラミックス複合材料（炭素繊維強化炭素複合材料を含む。）は耐熱性，軽量及び破断伸びが

通常のセラミックスより大きいといった特長から，宇宙航空，エネルギーなどの分野における適用が期待

されている。長繊維強化セラミックス複合材料は高温で使用されることが多く，材料データ及び部品設計

データとして高温における引張挙動特性が重要となる。この規格は，長繊維強化セラミックス複合材料の

高温における引張挙動について，客観的，かつ，容易に再現可能な試験方法を提供し，長繊維強化セラミ

ックス複合材料を利用する諸工業の発展に寄与することを目的として制定された。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，長繊維で強化されたセラミックス複合材料（炭素繊維強化炭素複合材料を含む。以下，長

繊維強化セラミックス複合材料という。）の高温における引張挙動試験方法について規定する。 

この方法は，二次元（2D）及び三次元（3D）の長繊維で強化されたすべてのセラミックス複合材料に対

する大気中，真空中及び不活性雰囲気中における高温での引張挙動試験に適用できる。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7721 引張・圧縮試験機－力計測系の校正・検証方法 

JIS B 7741 一軸試験に使用する伸び計の検証方法 

JIS C 1602 熱電対 

JIS C 1612 放射温度計の性能試験方法通則 

JIS R 1600 ファインセラミックス関連用語 

JIS R 1801 遠赤外ヒータに放射部材として用いられるセラミックスの FTIR による分光放射率測定

方法 

 

 

 


